
大
分
縣
は
、
過
去
に
列
車
に
て
こ
そ
通
過
す
れ
、
其
の
地
に
降
り
立
つ
は
初
め
て
の
經
驗
な
り
。
海
あ
り
山
あ
り
の
風

光
明
媚
な
る
素
晴
ら
し
き
土
地
柄
に
感
嘆
す
る
こ
と
頻
り
な
り
。
食
べ
物
は
種
類
豐
富
、
殊
の
外
美
味
な
り
。
人
々
の

性
格
は
、
極
め
て
眞
面
目
に
て
堅
實
と
覺
ゆ
。
東
京
よ
り
同
行
の
面
々
、
大
分
に
は
何
か
し
ら
目
に
見
え
ぬ
不
思
議
な
る

力
宿
れ
り
と
觀
察
す
。
歴
史
的
に
三
浦
梅
園
、
帆
足
萬
里
、
廣
瀬
淡
窗
、
福
澤
諭
吉
な
ど
數
多
の
偉
人
を
生
み
出
し
來
れ

る
も
む
べ
な
る
哉
。
半
年
前
の
熊
本
・
大
分
地
震
の
被
害
、
既
に
癒
え
た
る
が
如
く
に
見
ゆ
る
も
心
慰
む
。
途
中
立
寄
り

た
る
別
府
の
温
泉
は
湯
量
頗
る
豐
富
に
て
觀
光
客
に
溢
れ
活
況
を
呈
し
、
大
分
便
の
飛
行
機
は
滿
席
、
大
分
市
内
の
ホ
テ

ル
も
亦
滿
室
の
状
況
な
り
。

扨
て
、
今
回
の
目
的
は
「
大
分
縣
文
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
メ
イ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
な
り
。
日

時
は
十
一
月
二
十
日
、
場
所
は
大
分
縣
立
圖
書
館
ホ
ー
ル
、
テ
ー
マ
は
「
豐
の
國
と
古
典
・
文
語
―
廣
瀬
淡
窗
を
中
心
と

し
て
―
―
」
な
り
。

二
百
名
は
入
る
て
ふ
ホ
ー
ル
、
ほ
ぼ
滿
席
に
近
し
。
淡
窓
の
地
元
日
田
市
よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
來
れ
る
參
加
者

ひ

た

も
あ
る
由
な
れ
ば
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
ひ
ぞ
す
る
。

司
会
役
は
地
元
高
校
の
放
送
部
員
の
女
子
學
生
姉
妹
二
人
。
若
者
に
か
か
る
機
會
を
與
ふ
る
發
想
こ
そ
斬
新
な
れ
。

さ
す
が
は
廣
瀬
淡
窗
を
生
み
出
せ
る
教
育
縣
か
。

開
會
挨
拶
は
、
小
矢
大
分
縣
立
圖
書
館
長
。
佐
藤
樹
一
郎
大
分
市
長
よ
り
祝
辭
。
續
け
て
文
語
の
苑
加
藤
副
理
事
長

よ
り
文
語
の
苑
の
活
動
状
況
に
つ
き
て
の
ス
ピ
ー
チ
あ
り
。

愈
々
小
生
講
演
の
順
番
と
な
る
。
演
題
は
「
咸
宜
園
等
の
私
塾
の
活
動
を
支
え
た
文
語
」
な
り
。
ま
づ
文
語
の
雰
圍
氣

に
浸
る
べ
く
、
文
語
を
音
讀
唱
和
す
る
氣
持
ち
の
良
さ
を
皆
に
も
味
は
つ
て
頂
き
た
し
と
の
思
ひ
よ
り
廣
瀬
淡
窗
の
「
桂

林
莊
雜
詠
」（
「
道
ふ
を
休
め
よ
」）、
安
井
息
軒
の
「
三
計
塾
の
記
」、
柴
野
栗
山
の
「
雛
鶯
説
」、
吉
田
松
陰
の
「
松
下
村

塾
の
聯
」
と
い
ふ
四
つ
の
よ
く
知
ら
れ
た
る
漢
詩
を
聴
衆
と
共
に
朗
讀
す
。
次
に
文
語
の
特
徴
（
簡
潔
に
し
て
リ
ズ
ム
あ

り
、
暗
誦
に
適
す
。
精
神
の
集
中
力
高
ま
り
、
頭
脳
明
晰
と
も
な
る
ら
む
）
を
述
べ
た
る
の
ち
、
私
塾
の
開
設
時
期
（
江

戸
時
代
後
期
に
集
中
）
に
つ
き
説
明
す
。
次
い
で
澁
澤
栄
一
、
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
、
湯
川
秀
樹
、
福
澤
諭
吉
ら
偉
人
た

ち
如
何
な
る
教
育
を
受
け
た
る
か
、
亦
そ
の
教
材
（
四
書
五
經
、
歴
史
書
等
）
に
つ
き
て
も
紹
介
す
。
最
後
に
廣
瀬
淡
窗

の
三
奪
法
、
月
旦
表
、
弟
旭
莊
へ
の
候
文
の
手
紙
、
小
生
の
淡
窗
に
關
す
る
文
語
拙
文
を
紹
介
し
て
話
を
終
ふ
。

二
人
目
の
講
演
者
は
、
別
府
大
學
名
譽
教
授
の
後
藤
先
生
な
り
。
淡
窗
の
人
と
為
り
を
示
す
文
章
を
分
り
易
く
説
明

せ
ら
る
。
河
野
鉄
兜
の
隨
筆
に
あ
る
淡
窓
像
は
興
味
深
し
。
「
淡
窗
は
痩
せ
て
短
小
な
る
人
に
て
、
一
の
田
舎
翁
な
れ
ど

も
、
動
止
語
言
の
際
、
人
を
射
る
の
英
風
あ
り
」
と
。
ま
た
、
淡
窗
自
傳
よ
り
の
言
葉
、
母
の
亡
く
な
り
た
る
と
き
は

「
傷
ん
で

い
た

哀
ま
ず
」、
父
の
亡
く
な
り
た
る
と
き
は
「
哀
ん
で
傷
ま
ず
」
と
。

か
な
し

休
憩
の
後
、
地
元
子
供
た
ち
（
小
天
眞
道
流
劍
舞
道
の
方
々
）
に
よ
る
劍
詩
吟
詠
、
披
露
せ
ら
る
。
演
題
は
四
つ
全
て

廣
瀬
淡
窗
の
有
名
な
る
漢
詩
な
り
。
朗
々
た
る
朗
詠
に
加
ふ
る
に
小
氣
味
の
よ
き
劍
舞
、
ま
さ
に
心
洗
は
る
る
心
地
こ

そ
す
れ
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
古
典
・
文
語
と
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る
人
々
」
な
り
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
佐
藤
大
分
縣
文
化
課
長
。
パ
ネ
ラ
ー
に
淺
野
別
府
大
學
文
學
研
究
科
長
、
鳥
井
大
分
大
學
教

授
も
加
は
る
。

小
生
よ
り
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
最
先
端
に
居
ら
れ
し
岡
崎
久
彦
先
生
（
文
語
の
苑
の
創
設
者
の
一
人
）、
常
に
「
日

一

豐
後
の
文
語
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

土

屋

博



本
の
存
立
」
確
保
に
全
身
全
靈
を
打
ち
込
ま
れ
た
る
が
、
晩
年
に
文
語
普
及
の
重
要
性
を
唱
へ
ら
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

て
自
ら
諸
葛
孔
明
の
「
出
師
の
表
」
を
諳
ん
じ
ら
れ
た
る
こ
と
、
ま
た
、
没
後
岡
崎
氏
を
顯
彰
し
て
、
文
語
の
苑
と
し
て

文
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
創
設
し
、
應
募
作
品
募
集
中
な
る
こ
と
な
ど
紹
介
す
。

パ
ネ
ル
の
最
後
に
は
、
淡
窗
の
弟
久
兵
衞
の
末
裔
た
る
廣
瀬
勝
貞
大
分
縣
知
事
（
小
生
の
先
輩
に
當
た
る
）
自
ら
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
見
事
に
締
め
く
く
ら
る
。
そ
の
手
際
の
鮮
や
か
な
る
こ
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
爭
へ
ず
と
覺
ゆ
。
淡
窗
の
時
代
に

は
既
に
蘭
學
を
通
じ
て
外
國
の
情
報
も
か
な
り
把
握
せ
る
こ
と
な
ど
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
を
得
。

大
分
縣
側
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
對
す
る
準
備
は
用
意
周
到
、
會
議
の
運
營
ぶ
り
も
見
事
と
い
ふ
ほ
か
な
し
。

大
分
は
文
語
普
及
活
動
を
展
開
す
る
に
相
應
し
き
土
地
柄
な
れ
ば
、
今
後
文
語
教
室
開
設
機
運
の
釀
成
せ
ら
る
る
を

切
に
期
待
す
る
次
第
な
り
。

（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
受
附
）二


